
Ⅱ 共 同 利 用 研 究

1.概 要

木研究所における共同研究は,叩]印43年皮以米,4年

日に入ることになった｡昭和46年度の共同研究は,前年

比に引きつづき,迅雷委員に附属するかたちで,所外有
識者と所内研究者の若干名とで構成されている共同研究

専門委員会の誌を経て,道営されることとなった (年報

Vol.1,30貢の付記を参照)｡同専門委員会は公募方針等

の審訊,申請の採否などを行なった｡

公罪は,Ⅰ研究課題とⅠ研究会とに分けて行なわれ,

前者については,前年度に準じ.次のような設定課題が

設けられた｡

1. ニホンザル個体郡の総合的研究

とくに群悶関係,地域社会m迎およびそれらを考慮に
入れた群れの維持,変動,あるいは分布の研究に氾点が
おかれる｡その日的のために行動,生凪 社会の野外純

然はもちろん 弧田辺伝学的多型現象の耶折.形倍の耶

悶比較S･.多方面からの探究が望まれる｡ (前年度設定

の ｢ニホンザルの地域ポピュレーションの総合的研究｣

に畔じて設定)

2. ロコモーションとの関連における訂;長tFi身性の比

較形態学的研究

系統群問にみられるロコモーションの迎いと.それぞ

れがもつ身性上の比較形態学的特赦 との閃迎を韮璽祝

し,霊長類進化の各段階を理研･し,ひいては.爪立二足

渉行の槌指を中心に成立したと考えられるヒト化の解明

に汗することを目的とする｡具体的には 1)迅動2詩甘,
とくに四肢の比較耶別学的,ならびに生物力学的比較研

究と,2)筋,とくに二足渉行時における下肢筋の活動様

式に関する茄TE図学的比較分析 との二方向があげられ

る｡ (前年皮設定の｢詔晶析のロコモーション- 特に
ホミニゼーションの祝点から- ｣に畔じて設定された

もので.この年皮は,とくに身性の比較両に証点をおく

こととし,ホミニゼーションに関しては,平行して研究

会主題としてもとりあげられることとなった)

3.サルの生理学的適応能

霊長矧 こおける気候馴化の機序に関する研究の一環と

して,エネルギー代謝と体温調節機序の問題をとりあげ

る｡すなわち.温度,湿度,などの環境灸作の変動に対

して示すmL.環系,呼吸系,体温などの生理的反応の変化
をmベ,あわせて祝探下部調節系の活動を調べることに

よって神経系のもつ役割についても明らかにする｡ (節
年皮設定の｢詔r<灯の生理学的適応伐｣に畔じて設定さ
れた)

4.主としてニホンザルを対象とした行動の研究

今咋政はとくに野外と実験系に共血した行動研究の方

iL･論の確立をテーマとし.たとえば.指eTiとなる行動の

発見.行動バクーン孤悦 の定n化,行動分析の方法のス

タンダードの設近苛に関する研究を行なう｡昨年11月,

設定課題 ｢ニホンザルの発達段階｣参加71･.rJ由課題の
うち行動に関するものを選んだ方々,および所内の対応

者を中心として行動と発達に関する研究会をもった｡そ

の結果,行動の研究において,｢発達｣をはじめ誼璽な
rHl,Tは多いが,現在もっとも必要なものはまず ｢方法｣
であるとの結論が出た｡今年度のテーマは,その拙論に

もとづくものである｡

失地結果を総括して記せば次のとおりである｡

I.研究課題について:公募に対する申請状況.巾言符

に対する採択状況,ならびに採択研究に対して予定され

た旅門･研究門 (即位万円)は,次のとおりである｡
A.設近課RZi

1. ニホンザル個体群の総合的研究

Frl言刑2件 (14g.)拭択7件 (7名) 旅門67.9万

円･研究門19.9方円

2. ロコモーションとの閃逆における芯昆糊身性の比

1･R形態学的研兜

巾言方3作 (4名) 採択2件 (2名) 旅門816万
円･研究門21.0万円

3.サルの生和学的適応能

rlt冨rtJt4件 (13Y.) 採択3件 (12名)旅乃14.9万

円･研究門21.0万円

4.主としてニホンザルを対象とした行動の研究

巾謂5件 (5名) 採択5件 (5名)旅宍37.4万

円･研究n31.2万円

B.自由課題

申請30件 (30名) 採択18件 (18名) 旅詑103.9

万円･研究班109.3万円

Ⅰ.研究会について:公募に際しては,特に研究所で

設定した主項は提示されなかった.公募孜,研究所で諸

情勢を枚対し,次のような主題を設定した｡-予定された

旅門 (171位万円)とともに列記すれば,次のとおりであ

る｡ (各研究公の内容については後を参照)

(1) 行動抱窮のX･木的方法と定爪化の閃腿

旅門11.8万円

(2) ホミニゼーショソ 旅於12.6万円

(3) ニホンザルの行動上の偶肘七について
旅門7.0万円
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(4) 海外における霊長類研究の進め方 旅賃4.7万円

(5) 串島の群れの研究に関する総合的アプローチ

旅望5.0万円

(6) インド亜大陸における榔乳籾相の変遷と地史 (追

加) 派出0.4万円

付 記

1)以上と平行して,運営委員会規程改正の枚対が行

なわれ,昭和46年7月6日づけで,次の如き規程が制定

された｡

)77m,大学韮長斬研究所道':hti'委員会規程

'1171免 正長類研究所の道営に関する韮要事項について

所正の諮問に応ずるため.霊長籾研究所に霊長粉

研兜所道営委員会 (以下 ｢運営委員会｣という)

を泣く｡

卯2灸 迎営委員会は,次の各TIに掲げる者で組紙す
る｡

1 京都大学辞任の教官のうちから総長の命じた省

L:-T-2.

2 学外の学識経験者のうちから総長の委嘱した者

若干名

3 2j職人3品
2 取妨上委tlとなる省のほか,委凸の任糊は2年と

する｡ただし,欠nを生じた場合における祁欠の委

flの任婚‖ま,前任者の残任期間とする｡

3 職務上委Llとなる者のほか,蚕Elは再任されるこ
とができる｡

邦3灸 所矧 ま,迷宮委Il会を招災し.識艮となる｡
2 所長に:Jlf放あるときは.あらかじめ所Fitが指Y.し

た委員が議長となる｡

節4粂 運営委員会は,委員の半数以上が出席しなけれ

ば閃くことができない｡

卯5灸 運営委員会は,必要があるときは,委員以外の

省の山席を求めて意見を聞くことができる｡

31,r6炎 運営委員会の事務を処理するため,運営委員会

に幹事を置き.事務長をあてる｡

卯7条 前各条に定めるもののほか,議事の方法その他

の必要事項は,運営委員会が定める｡

附 則

この規程は,昭和42年6月1日から施行する｡

附 則

1 この改正規程は,昭和46年7月6日から施行する｡

2 この改正規程施行後瓜初に命せられまたは委嘱され

る委nの任糊は.京都大学歪長類研究所道営委員会規

程卯二条邦二功本文の規定にかかわらず.昭和48年6

月30円までとする｡

2)以上の規定にしたがって,次期 (邦3柑1)述営委

Fl仝構成が進められ.次の如く委Elが決'起された｡

IVT内委上1(規程iT,12灸節l項苅1号による学内委只に相
当:岩木光批 ･河合雅雄 ･川村俊践 ･昭夫利彦 ･宝伏

稲子 (任神川召和46.8.16-48.6.30)(以上5名)

所外委fl(規程節2灸節1項節2号による学外委fl) :
今西錦司･;軌I｣杉夫 ･水原洋城 ･波辺直径(任期46.

8.16-48.6.30)･伊沢紘生 (外国fILi弓長巾により着任が

おくオー,任制47.3.16-48.6.30)(以上5iT.)

(文託 岩木光雄)

2.研 究 成 果

設定課題 8.=ホンザル個体群の総合的研究

苗宕山自然群の遊動生活一中間幸陀 J
キ'1野泰三 ･四元仲子 (東大 ･理 ･人籾)

ニホンザル自然郡の遊動生活については,税雪jglの越

冬についての生態学的研究以外はほとんどなされていな

い｡そのため,瓜も一般的な棲息地である暖帯林での遊

動Lkif.･を明らかにしたいと皿った｡

I.的正期

木U.'J立の目的は,ニホンザル自然群の遊動生活の季節

的変化を知ることである.季節として次の5期が選ばれ

た｡

冬m (肘 IfHyl) :'70年12月128-25日,厳冬期 :'71

咋lJ]24日～2月14日,春期 (出産期) :●71年4月25

口～5月12日,立m :●71年7月3日～30日,秋糊 :'71

年9月30ロー10月21口｡

5391の全調査畑nEFJは104日,調査日数87日 (調査期nil

中の雨天 ･休養日を除いたもの),祝察日数68日,総統

然時(iSj369時間である｡

このうち冬期の調査については,人Wl学雑誌に予報と

して報告した｡

2.各季節の遊動の基本型

調査全期間を通しての遊動城は卯1図に示した迫りで

ある｡これは遊動路の最外周を結んで図示したものであ

るが.餌つけ小舎の高梨正之氏の組矧 こよれば.8月～

9月には遊動域は餌場の北にもやや広がるとのことであ

る｡これ以外は,この節1図に示した広さで 1-B群の

遊動奴ははば完全に窃われている｡ただし,'69年秋に

は節1図の遊動城収束nrulよりもさらに光の人家周辺に川
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